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第 2 期 中 期 目 標 期 間

応用研究の推進 (Bed side project)

【先進メディカルデバイを
含んだ硬組織の再建】

【咀嚼、嚥下機能の
運動論的解明】

【金属アレルギーを含む
口腔免疫異常の病態解明】

国際シンポジウムの開催
中間評価

口腔免疫システムと疾患に
おける基礎的研究。各種口
腔疾患モデルを用い口腔免
疫システムにおける免疫細
胞のユニークな動態を探索し、
病態発症機序を解明する。

生物学的アプローチ：歯牙領
域体性幹細胞の細胞分化誘
導による上皮間葉相互作用
システムによる試験管内石
灰化技術の確立。理工学的
アプローチ：リン酸カルシウム
系微粒子の体液中での組成
変化、溶解・再結晶化の機構
解明についての研究

咀嚼、嚥下運動測定システ
ムのソフトウェアの開発。前
年度に製作した測定システ
ムの較正実験を行うとともに、
データ解析用プログラム、解
析結果表示プログラム等を
製作し、実際に測定し、シス
テムのブラッシュアップを行う。

口腔機能再建に
よるQOL向上

口腔免疫疾患制圧のための発症機構解明と解決
新しい硬組織の再建の基本原理を開発
咀嚼・嚥下障害の早期発見の装置開発

「咀嚼・嚥下」
研究代表連携校と
しての事業
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平成21年度

徳島大学HBS研究部（歯学系）徳島大学HBS研究部（歯学系）
平成２０年度政策課題対応経費

特別教育研究経費

口腔免疫疾患
の治療、診断を
含めた病因論
に基いた臨床
応用の可能性

硬組織再建法
の可能性

咀嚼、嚥下運
動の計測と運
動論的解析法
の確立

【成果】【目標】 【目標・意義】

徳島大学歯
学部が誇る
研究

大学院・若手研究者の活性化



【年度別の取組内容、成果、展望】
国立大学法人 徳島大学

組織化と基礎研究開始

連携研究開始、教育研究の活性化

組織化と基礎研究開始

連携研究開始、教育研究の活性化

基礎研究を発展させ、臨床応用の可能性を探る。本事業を通して
人材育成が目に見えるような形にする。市民への啓発事業を進める。

基礎研究を発展させ、臨床応用の可能性を探る。本事業を通して
人材育成が目に見えるような形にする。市民への啓発事業を進める。

臨床応用に取りかかる。連携の実績を模索する（共同治験、臨床研究）。
本事業を通した人材育成、市民への啓発をより積極的にする。

臨床応用に取りかかる。連携の実績を模索する（共同治験、臨床研究）。
本事業を通した人材育成、市民への啓発をより積極的にする。

臨床応用の可能性に目処をつける。連携の実績を示す
本事業を通した人材育成、市民への啓発をより積極的にする。

臨床応用の可能性に目処をつける。連携の実績を示す
本事業を通した人材育成、市民への啓発をより積極的にする。

本事業を通した人材育成と研究成果（口腔免疫疾患制圧のための発症機構解明と解決、新しい硬組
織の再建の基本原理の開発、咀嚼・嚥下障害の早期発見の装置開発）を社会に還元できるようにす
る。

本事業を通した人材育成と研究成果（口腔免疫疾患制圧のための発症機構解明と解決、新しい硬組
織の再建の基本原理の開発、咀嚼・嚥下障害の早期発見の装置開発）を社会に還元できるようにす
る。
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予定以上の成果

順調に推移
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